




\Of Civil Liberty", David Hume,
Essays, Moral, Political, and Literary.
(ed. by Eugene F. Miller, 1987, Indianapolis: Liberty Fund)
田　中　敏　弘 　
This is a tentative Japanese translation of David Hume's essay, \Of
Civil Liberty", included in his Essays, Moral, Political, and Literary
(1777). It is only a part of the full translation of the Essays that is
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は疑わしいとしている。EÊ dà kaÈ âmporÐa ²fele^i ti pìlin, &c. XEN. HIERO.
〔クセノフォン『ヒエロ』第 9 節 9。「もし商業も同じく都市に利益をもたらすな
らば」（レーブ版、E.C.Marchant 訳）。〕プラトンは彼の想像上の共和国から商

















ン（Joseph Addison, 1672-1719）、『タトラー』（The Tatler）、161号（1710年
4 月 20 日、と Anthony Ashley Cooper, 第三代シャフツベリ卿（1671-1713）、
『特徴論』（Characteristics of Men, Manners, Opinions, Times（1711年）「独









(11) 〔注意。これは 1742 年に公表された。P 版でも公表されている。〕
(12) 〔「そのギリシア人はイギリス人をしのいでいる」は K 版での追加。〕
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田中：デイヴィッド・ヒューム「政治的自由について」






ロック John Locke（1632-1704）は、『人間悟性論』（Essay Concerning Human
Understanding, 1690）と『政府二論』（Two Treatises of Government, 1690）





(17) 〔サルスティウス（86-34?B.C.）『カティリナ戦記』（The War nith（atiline）
を参照。カティリナは、執政官職を手中にするのに失敗したことに憤慨し、私兵
を募りローマの支配権を奪取しようと図ったが失敗した。〕




(20) 〔この文は K 版で追加された。〕
(21) 〔フェリペ二世は 1556 年から 1598 年までスペインおよびスペイン帝国の王で
あった。ティベリウスは紀元後 14 年から 37 年までローマ皇帝であり、カリグラ
は 37 年から 41 年まで、ネロは 54 年から 68 年まで、そしてドミティアヌスは








その貨幣額の 20 パーセントを支払った。」となり、注 (4) はない。
D{Q 版まででは、「アテナイ人は、共和政体により統治されていたとはいえ、
クセノフォンから知られるように、何かの突発事態のため、借入れが必要となっ
たとき、その貨幣額のほぼ 200 パーセントを支払った。」となり、注 (4) が付い
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経済学論究第 63 巻第 2 号
ている。
(24) Kth^sin dà p> oÎdenäc n oÕtw kaln kt sainto, ¹sper f> oÍ n
protelèswsin eÊc tn form n_oÉ dè ge ple^istoi >AjhnaÐwn pleÐona l yontai
kat> âniautìn « îsa n eÊsenègkwsin_ oÉ gr mna^n protelèsantec, âggÌc
duo^in mna^in prìsodon éxousiç doke^i tw^n njrwpÐnwn sfalèstatìn te kaÈ
pìluqroni¸taton eÉnai. ¥EN. ¦OROI 〔クセノフォン『財源』（Ways and
Means）第 3 巻, 9{10。「しかしいかなる投資も、元本をつくるために前貸され
た貨幣ほどよい収益をもたらすことはできない。¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ¢ ところが、たいていのア
テナイ人は年に 100 パーセントを超える（利子を）手にするであろう。というの








「市民的自由について」と題したものがある。2008 年 11 月 15 日
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